
平成２８年度  

障害者就労・職場定着支援研修会 

報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備北圏域障害者就労・定着支援推進会議 

事務局：備北障害者就業・生活支援センター 

 



 

 

平成２８年度 障害者就労・職場定着支援研修会 

と き 平成２８年９月９日（金）13:00～16:00 

ところ 三次市民ホール きりり１階大ホール 

   主 催 備北圏域障害者就労・定着支援推進会議   

                  後 援  三次市 庄原市 

 

次    第 

 

１  開会あいさつ                              13:00  

一般社団法人備北地域生活支援協会 理事長 熊原 保   

 ２ 来賓あいさつ 

三次市               市長  増田和俊 

 

3 情報提供 (改正障害者雇用促進法施行６か月)                13:15                                                    

広島労働局 

広島県障害者支援課 

広島障害者職業センター                                           14:00 

休憩(１５分) 

 

4 講  演「働きながらいきいきと生きる」                                    14:15 

                                      

講  師   大江
おおえ

祥
よし

博
ひろ

 氏（就労支援センターＦＬａＴ 大江ん隊隊長）   

         第 12 回(H28.3)精神障害者自立支援活動賞（リリー賞）受賞 

  

5 フロアー発言                                                           15:45 

 

6 閉会の挨拶                                15:55 

 

7  終  了                                                             16:00 

  



前半の部 

インフォメーション 

 開会５分前になりま

したので皆様ご着席く

ださい。始まる前にお

知らせがあります。 

携帯電話についてお願

いがあります。研修中は電源をお切りにな

るかマナーモードに設定していただきます

ようお願いします。 

次いで資料の確認ですが、封筒の中に資

料一覧がありますのでご覧下さい。そのほ

か１点訂正があります。レジュメ表紙の３

番、行政報告「広島県障害者職業センター」

を「広島障害者職業センター」に訂正をお願

いします。尚、会場内では飲食は禁止されて

いますのでよろしくお願いします。 

それでは開会まで今しばらくお待ちくだ

さい。 

 

司会 

お待たせいたしました。

ただいまから平成２８年

度障害者就労・職場定着

支援研修会を開催いたし

ます。私は、本日総合司会

を務めます備北障害者 

就業・生活支援センターの松本です。よろし

くお願い致します。 

皆様はすでにご存じのように、今年４月

から障害者差別解消法と改正障害者雇用促

進法が施行され、見直し後の障害者総合支

援法は、平成３０年から施行されることに

なりました。 

雇用においては、全国的にここ十数年右

肩上がりで伸びており、備北エリアにおい

ても同様に雇用率はアップしており、新た

に雇用される企業も増えています。 

しかし、同時に様々な 「働きづらさ」を

抱えた人も多く就労されるようになりまし

たので、個人要因や環境要因によっては職

場定着が難しい場合も多くあります。 

誰もが働いて元気になり、いきいきと暮

らすことができればいいのですが、現実は

なかなか難しく、課題も多くあります。 

そこでご案内しましたように、こうした

動向を踏まえて障害者が働くという時に、

当事者と家族の方、企業、支援者はどういっ

たことを大切にしなければならないのかを

今日は皆さんと一緒に考えてみたいと思い

ます。 

研修は二部構成にしています。前半は、 

広島労働局を始め関係機関からの情報提供、

後半は、第１２回リリー賞を受賞されまし

た大江祥博（よしひろ）さんによる講演で

す。 

ご紹介が遅くなりましたが、本日の手話

通訳は茶木原さん、山口さんです。 要約筆

記は三次市要約筆記サークル 「うかい」の

皆さんです。どうぞよろしくお願いします。 

尚、本日は三次市の増田市長さんにご臨

席いただく予定になっていましたが、議会

の都合で残念ながら叶わなくなりましたこ

とをご報告いたします。 

それでは最初に、研修に先立ちまして当一

般社団法人理事長 熊原よりご挨拶申し上

げます。 

 

 

 

 

 



開会の挨拶 

熊原理事長 

ふつう拍手があるんで

すね。（大きな拍手）１５

００人も入るこの会場に、

今日はこれだけの方々が

集まっていただいたこと

に、まずもってお礼申し 

あげます。 

この会場は広いのですが、私たちの心も

このくらいの広さで進めてくださればと思

っています。それぞれの思いを持たれてこ

られた方が、今日この時、 こうした出会い

をつくって頂きましたことを、あわせて感

謝申しあげます。 

最初にご案内がありましたように、三次

市の増田市長さんがスケジュールを割いて

頂いていたんですが、議会の関係で来られ

なくなりました。私の持ち時間は３分でし

たが、急きょ１０分しゃべれということに

なりましたので、最近のことを含めて少し

話させていただこうかと思います。 

最初に、この一般社団法人備北地域生活

支援協会ですが、私がつけた名前なのです

けども、いまだもって正式な名前が頭の中

に残らないのですね。当初、障害の有無にか

かわらず、 この地域すべての人が自立し

た生活を営むことができるよう就労や生活

支援、地域支援を行うために様々な事業を

考えていました。現在は備北障害者就業（ナ

カボツ）生活支援センター、 通称「ナカボ

ツ」と言いますがこれを主事業として行っ

ています。 

当初は私自身一所懸命に全面に立ってや

っていましたが、次第に軌道に乗り、 今で

は谷口所長を中心にスタッフも整ってきま

して、今日の研修企画もほぼ任せています。 

一般社団には三次・庄原の６法人、 １６

事業所が賛同して運営していますが、今度 

もう一つの法人さんが加盟してもらえると

聞いています。それからいうと、 少しずつ

孤立ではなく、単独ではなく連携をしてエ

ネルギーを蓄え、備北エリアの方の生活を

支えていくよう考えています。 

まだまだ足りないことはありますが、働

くという点でいうと一般の方々もそうです

けども、庄原の方が三次に、三次の方が庄 

原に、その周辺の方々もそれぞれの職場に

通うといった状況が現実問題としてありま

す。障害のある方たちにとっても同じだと

思ってます。 

お話ししたかったもう一点は、三次と庄

原が一緒になって障害のある方々の就労に

取り組み、もっと言うと一般の方々の就労

も含めて高めていくことを考えていきたい。

そういった三次・庄原を包括的に支援する

視点でこれまでずっと事業を展開させても

らっています。 

先ほど聞きますと、ナカボツで関わって

いる方々の定着率は７２％だそうです。別

の言い方をすると、３割は離職を繰り返し

ている可能性があり、あるいはこもってい

るという可能性もあるということになりま

す。それからいうと、 定着をしていただい

て３割の方をゼロに近づけていくのは、い

くつもの工夫が必要なのではないかと思う

のですね。 

その一つが関わっている事業所の方々や

その中で行政の方がされていることを含め

て、専門性を高めていくことが一つの柱に

なってくるだろうと思われます。 

その専門性を高めると同時に、定着が難



しい方を支援する、ある意味では短大や専

門学校のような形の教育や実践をする場が

必要なのではないかということで、先般来

この一般社団法人の中で若い人を中心に、

これから先の一般就労を含めた専門性のあ

る教育現場に近い仕組みをどうしたらいい

のかプロジェクトチームを立ち上げ、調査

研究をしていただいて検討しているところ

です。 

まだどうなるかわかりませんが、国の制

度で言うと就労移行支援事業所をこの一般

社団法人でするという方向になって、定着

するレベルを上げていって、その２年間程

度の中で、人間関係をはぐくむような教育

と実践現場にしていくことを想定していま

す。  

発表するのは早すぎて誤解を招くかもし

れませんが、できれば連携をして多くの事

業所や三次市・庄原市さん、 県や労働局さ

んからのご指導頂きながら、中山間地域に

おける障害のある方の定着支援に結びつく

ような事業所ができないかということを一

つご報告させていただきました。このご報

告させていただきました中身にご意見があ

りましたら一般社団法人の事務局である就

業・生活支援センターに伝えていただけれ

ばと思います。 

いずれにしても今日の研修もそうですが、

障害のある方が定着して働いて所得を高め

ていくことが必要なのではないかというこ

とです。別の言い方をすると、 障害があっ

てもきちんとした消費者になる、そう思っ

ています。そのためには事業を経営されて

いる方々が連携をとること、もう一つは家

族の会というのでしょうか、親御さんや兄

弟姉妹を含めたネットワークをつくらなけ

れば、ということをよく聞きます。 そのこ

とについてすぐ実行できるかどうかわかり

ませんが、皆様の中でぜひ声を上げて欲し

いと思います。 

あれやこれやお話しさせていただきまし

たけれど、今日はこの後、労働局や県の皆さ

ん、また大江さんからお話いただけると聞

いています。 

今日はとてもいい日です。リオのパラリ

ンピックの開会式です。今日はそんな気分

でできればいいんじゃないかとも思います

し、今日か明日かその次かもわかりません

が、皆さんの椅子を見てください。 ここか

ら皆さんの座っておられる席を見ると真っ

赤です。まるでマツダ球場に行っている気

分になります。リオパラ五輪の開会式では

共生社会を訴えていました。 

このエリアでも共生社会を訴えながら、

障害者の定着支援を進めるいい時になるこ

とを祈念しまして、ながい長い挨拶なりま

したけども、これで開会の挨拶といたしま

す。どうかこれからも一般社団法人地域生

活支援協会並びにナカボツ事業をよろしく

お願い致します。スケジュールを組んでい

ただきました三次市長さん、労働局、県の皆

さんにお礼をしながら、一番は今日ご出席

いただきました皆様に感謝して開会の挨拶

とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 



情報提供 

  



  



  



  



  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



後半の部≪講演≫ 

「働きながらいきいきと生きる」 

就労支援センターFLaT 

    大江ん隊隊長 大江祥博 

 

第一部 

広島から来ました大江祥博と申します。

早速ですが講演に入ります。ご紹介にあず

かったように、以前はピアサポーターと言

っていましたが今は大江ん隊隊長と自分の

ことを言っています。 

島根県出雲市に 3 歳までいましたが、記

憶にないですね。親の転勤で異動して庄原

市、 呉から吉田、広島、京都、広島と転々

としています。小学校 6 年生からは広島市

です。小、中は飛ばして・・・。 

母校の広島市立基町高等学校に在学して

いたころはこんなに近代的な建物じゃなか

ったなぁ。 学生生活の中心が部活で、勉強

のほうはさんざんだったけど、楽しかった

なぁ・・・。   

ちなみに所属は美

術部。デッサンはそ

んなに上手くなかっ

たけど、一度だけ油

絵で賞をいただいた

ことがありました。 

やがて楽しかった高校生活もおわりに近づ

いて進路を決めることに。 

 

＝そうだ！京都へ行こう！＝ 

まるでどっかの広告みたいですけど、五

重の塔だったりパワースポットがあったり、

金閣寺、銀閣寺があった 

りして。いやいや観光じ 

ゃないけぇ。当時はこん         

な建物なかったけど、姉妹校に吸収されて

もう当時の学校はないけど。ここだ！！  

ここしかない！！ 

京都芸術短期大学 

！！  通称:芸短 

(いまはもううごか 

ないではなくて(い 

まはもう・・・ない) 

専攻はコンピュータで、最近ではここ十

数年コンピューターグラフィックスが普通

で、当時は本当に特殊な環境でしか勉強で

きなかったですね。グラフィック(CG)コー

ス二年目で習う CG のソフトウェアの使い

方を先輩に教えてもらいながら一年目で覚

えたなぁ。 

しかし！！ 

不規則な生活と不摂生で、十二指腸潰瘍

(涙)って書いてありますけど、結局 二年目

には学校にあまり出ることもできず、本来

なら使わないほうが良い泣き落としでなん

とか卒業できたんですけどね。 

 

＝先輩のコネで就職＝ 

仕事に就いたものの体調の不安定さから、

仕事中に横にならせてもらうことも多かっ

たなぁ。 

そんな中の母の死。自分は母に対してな

にもしてあげられなかったという気持ちが

強く残ったんですけど。 今思うと、当時は

精神疾患を抱えてもなかったのに、社会人

としてグダグダだったなぁというのが今思

うところです。 そのグダグダ加減が、いま

も尾を引いているところがあるなと、自己

分析したりとかしたりして。 

で、それは横に置いといて。 

職場でのストレスと、（またもや）不規則



な生活からうつ症状がではじめたんですよ

ね。なんか黄色いのが出てストレスにフッ

飛ばされた感じ。 

でも食っていか

なきゃいけないか

ら、職場には行く

ようにしてました

けど・・・ 

うつ症状の波が弱まってきた時に、シス

テムエンジニア（SE） として腕試しをした

いと思い、東京へ行く決心をしたんだった

なぁ。 

 

＝そうだ！東京へ行こう！＝ 

なんかさっきも聞いたような気がします

けど。 意気揚々と東京へ！しかし、これが

悪夢へのカウントダウンになろうとは知る

由もなく・・・。 

東京ではエンジニア向けの転職フォーラ

ム、就職相談会のようなところですね、 簡

単にいいますと。 で、求人をさがして採用

に至り SEとして働きはじめました。 

ちょっと写真が分かりづらいかもしんな

いんですけど、向かって左手に四角と丸と

矢印で結んだようなのがありますけど、こ

れがシステムエンジニアの世界ではフロー

チャートってよばれるもので、コンピュー

タにこういうふうな動きで動きなさいって

いう命令を図で表すものなんです。こうい

う時は右にいきなさいとか、真っすぐ行き

なさいとかっていう条件分岐と呼ばれ、場

合によって処理を分けたりを図で描くって

いうか、コンピュータのプログラミングを

する上で、これは前にやっておくことなん

ですけども、そういうのを作ったりします。 

向かって左はイメージですね。こんな感

じでコンピュータに向きあいながらプログ

ラミングとかフローチャートを作ったりし

てましたね。 

お客様のリクエストに応じてプログラミ

ング言語を使い分けるんです。プログラミ

ング言語って馴染みがないかもしれないで

すけど。 人間の世界で言うと、例えば英語

だったり、 ロシア語だったり、 フランス語

だったり、 日本語だったりというのが、コ

ンピュータプログラミング世界でいうとこ

ろのプログラミング言語といいます。SEと

してのおもな仕事は、 プログラミング、プ

ログラムの設計書作成、お客様とシステム

開発の調整で、お客様からこういうのをつ

くってほしいと言われてします。 

ただ私は SE としてのレベルはそれほど

高い方ではなかったので、プログラミング

や開発時のトラブルも結構あったなぁ。 

 

 

 

 

 

 

 

トラブルといっても変な意味ではなくて、

もちろん人間なので聞き間違えや、逆にお

客さんが理解してくれなかったりして、そ

ういったトラブルが結構あったんですけど。

あと体力的なところや、睡眠不足になりや

すいところも結構ネックになっていた気が

するけどね。 

私自身、今も体力的には弱い方なので、 

他の人よりはネックになっていたかなあと

いう気がします。取引先へ行って開発する

ことが多くなり、システム開発上の問題で、



「なんでこの仕様でできないんだ！」とお

客様から怒られたりして。ストレスがたま

ってきてたなぁ・・・・。 

例えば、10月 1日まで作ってくれと言わ

れても、10 月 15 日になってもできないと

か。 そうこうしているうちに、ストレスで

うつ症状が再発してきた。内科で処方して

もらった安定剤を飲んでいたけど、だんだ

ん安定剤に身体が慣れてきて、効かなくな

ってきたんですよね。これもしかしたら経

験された方もいるかもしれないけど。 

そして、安定剤を指示された量を飲んで

も効かないからいわゆる OD(オーバードー

ズ：大量服薬)を繰り返すようになってしも

うとったんですよね。ODを繰り返す日々が

しばらく続いた後、五感に異常が出るよう

になっていた。結構強烈でしんどかったな

と。 はじめは同僚とお客様が、自分のこと

をこそこそ悪口言っているように聞こえて

きたんよ。 

で、だんだんその悪口はエスカレートし

て「死ね！死ね！」って聞こえたんですよ

ね。普通に考えたら同僚やお客さんが言う

ってことはないと思うけど。主治医からも

言われたけど、幻聴と被害妄想だったんじ

ゃろうね。 

そして視界にも異常が出てきて、これが

結構強烈だったんですけど。深い海の底か

ら日常の風景を観ているような。景色が青

く染まったような、なんとも表現しづらい

症状が出てきてたんよね。 

こんな感じで。浅草の雷門なんですけど。

景色全体が青く染まっちゃって。何とも言

えない嫌な感じだったんですけど。ふつう

だったら赤いちょうちんが、青く染まって

紫になっちゃって、景色全体が青く染まっ

て、ぶれてにじんだような感じ。 断片的な

イメージで、この症状がずっとあったかと

言われれば分からないですけどね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝そして・・・入院＝ 

(統合失調症の陽性症状だったんじゃな

かろうかと思うんじゃけど)意識がもうろ

うとした状態で街中をさまよって・・・。 

その挙句 

道端で意識を失って倒れたところを発見

され、入院措置になったんじゃあ。 なんと

なくぼんやり記憶にあるようなないような

感じだったんですけど。まあしんどかった

と表現するしかないんですけどね。体調が

悪くて緑色になっちゃっていますけど、こ

んな感じで。 

夜中に病院へ担ぎ 

込まれたんで、部屋 

の都合がつかなかっ 

たらしく、一晩だけ 

牢屋みたいな部屋に入れられたんよね。今

だったらわかるけど、 ま、 牢屋みたいな部

屋というのが閉鎖病棟だったんですよね。

うん。 入院中はあんまり記憶にないけど、

その入院する部屋と部屋に並んでフリース

ペースがあって、取りつかれたように折り

紙で鶴を折っていたような気がするなあ。 

入院は東京で１ヶ月、実家の広島で３ヶ

月。 早期治療だったんで、急性症状も退院



するころには落ち着いてたんよね。まあ不

幸中の幸いですよね。 

退院してからはデイケアでプログラムに

参加していたんだけど、プログラム以外の

時間はぼ～っとしてすごしてたんよ。 

 

＝ここで運命の出逢いが！！＝ 

ということで、こっからが人生の転機と

いうか、今の私につながっていく大きな分

岐点。その名も！！澤田さん(作業療法士)

とある病院のスタッフとして働いていた。  

澤田さんは就労グループをデイケア内に

立ち上げたんよぉ。私はあれ？いつのまに

自分は就労グループに入ることになったん

じゃ？なんて思いながら。 

自分では入るって言われた記憶は無いし、

説明はあった気はするけど。それでも澤田

さんのサポートを受けながらハローワーク

へ行って仕事を探してたんよ。 

はじめはシステムエンジニアの仕事を探

してたんじゃけど、残業は必須というかあ

るよということで、体力的に難しいと思っ

て方向転換したんだけど。方向転換して事

務の仕事を探してたんじゃけど、これがな

かなかいい求人はなかなかないんよね。い

くら探しても探しても、いい求人がなくて

ね。１ヶ月経っても２ヶ月経っても同じ求

人が出続けていたり、応募しても不採用だ

った。求人もやっぱり出続けていたりして

たんじゃ。 

これ今もそういうのがあるかもしれない

んですけど。仕事を探すことに挫折しかか

っていた時期もあったなぁ。それでも頑張

れたのは澤田さんの応援があったからなん

よね。 

心から応援してくれる人の存在って大き

いって実感したわぁってことで。やっぱり

ほんと澤田さんって、人としてすごい暖か

い人と感じるんですけど。心から応援して

くれる人と感じるんでありがたいな。十数

社も書類選考で落とされたけど、あきらめ

なくてよかったと思える日がとうとうやっ

てきたんじゃあ。 

 

＝とうとう面接にたどりついた！！＝ 

いやよかったよかったということで。面

接当日に SE としてのスキルがあるならと

事務ではなく、マーケティング(販売企画)

の部署はどうですか？と面接官の人が言っ

て下さったなぁ。 

そしてマーケティングの部署のリーダー

と話をして面接は終了。後日採用結果が手

紙で届いたんじゃけど、結果は不採用まさ

かの不採用！！事前の話では採用の方向で

ということだったのにまさかの不採用！！ 

澤田さんに不採用通知のことを相談し、

会社に問い合わせしたらですね、不採用は

間違いだったとのこと。全国規模の会社で

も間違えるんだ！！ で、これえらいこと

ですよね。人ひとりの人生が変わるえらい

ことですよね。なんて思いながら。 

 

＝職場実習がはじまる＝ 

しかし職場実習とは名ばかりで、仕事内

容は一般社員と同じだったんよねぇ。職場

実習だから１ヶ月間も給料がなかったんで

金銭的に辛かったわぁ。家にいたら食費も

かからないけど、交通費とか食費とか着る

ものもきちんとしとかないといけないし。

でもまぁ仕事内容はおもしろかったからや

りがいはあったけどね。そこがよかったん

かな。そして無事に職場実習も終わりアル



バイトとして 

 

＝正式採用になったんじゃあ＝ 

具体的な仕事内容は、メルマガの配信、 

キャンペーンの売上集計、データの分析な

どだった。キャンペーンの売り上げ集計と

かのデータの分析って言われても、ピンと

こないかもしれないんですけど、例えば土

日に 30％offとか、30代女性何割引きとか

ですね、例えば広島県限定キャンペーンと

かですね。いろんなキャンペーンがあった

んですけど、そんなキャンペーンの売り上

げを集計したりとか、その売り上げした金

額だったりを分析したりとかですね。あと

は地域とか年齢別のデータを集計して、分

析したりっていうのをしてました。特に売

上集計とデータ分析は、金額の桁をひとつ

間違えると会社の経営に影響してくるんで、

責任が重かったんよねぇ。さらっと言って

ますけどけっこう責任が重くてね、プレッ

シャーになるんですよ。 だって、下手した

ら会社の経営が赤字になる可能性があるわ

けですよね。そう考えたらもうなんかもう

プレッシャーの塊みたいな感じになっちゃ

って大変でしたけど。 

そのプレッシャーからか、だんだん被害

妄想の症状がまた出てくるようになったん

ですよね。 

同じ部署の同僚とほかの部署の人が、自

分のことをこそこそしゃべっているような

気がしてきてねぇ。主治医に言われたんじ

ゃけど、実際あったことなのか被害妄想な

のかはよくわからないですねと。 ま、 そり

ゃそうよね。主治医の先生は職場で観てた

わけじゃないもんねぇ。 

あまりにもしんどいんで、退職したいこと

を澤田さんに相談したら、こう澤田さんは

言ってくれたんよ。「実際にあったことなの

かはわからないけど、大江さんがしんどい

のは確かで、大江さんに楽になってもらい

たい」と。この言葉でどれだけ救われたか。 

ほんとにここで「なんで仕事辞めたの」 

とか、「もっと続けようよ」と言われたら、

もっとしんどかったと思うんですよね。こ

ういった時の言葉の使い方だったり、伝え

方っていうのは、すごく勉強になったとい

うか、今の私にとってすごく大事なポイン

トになるかなって思います。 そして、 上司

の面談や澤田さんとの面談を重ねて、休職

ののち退職することになったんよ。結局、 

仕事は１年１０ヶ月しか続けることができ

なかったけど。 

最初はアルバイトで入って、途中から契

約社員に昇格したことは、まあある意味自

信にもつながったような気がしてるよね。

最初は、仕事がちゃんとできるかなという

ところから、仕事が認められて契約しまし

ょうということで、契約書を書いた時が嬉

しかった記憶があります。そして退職後に

しばらく自宅で療養してたんじゃけど、あ

る日澤田さんから話があったんよぉ。 

 

＝「就労移行支援事業所を立ち上げたいん

だけど一緒にやりませんか」＝ 

との話があったんじゃあ。その前から事

業所を立ち上げたいという話は聞いていた

んだけど、リスクが大きいんじゃないかと

思って反対していたんじゃけど。ただいろ

いろ話を聴いているうちに一緒にやっても

いいかなと思えてきたんよ。やっぱりそれ

だけ澤田さんが本気だったということも見

えてきたしね。 



理事として一緒にということについては、

大丈夫かなと思うところもあったのが正直

なところじゃけど。自分が働いた経験をも

とに就労グループ、病院の就労グループで

すね。 で、 ほかの利用者さんの相談にのっ

たりしていたのでなんとかなるかなと。そ

の時は想像だったけど、自分が障がいを抱

えていることについてもプラスに活用でき

そうな気がしたのも、大きいかなという気

がします。 

そして就労移行支援事業所の立ち上げの

準備に入って、事業所の名前も決めたりし

ながら着々と準備はすすんでいったんよね。

ただ、えーとちょっとハプニングがあって、

仮の事務所で入った所をほんとの事務所に

しようと思ってたんだけど、建築許可がな

い建物だったんですよね。別の建物に移ら

ないといけない。 

ちなみに FLaT というのは私のアイデア

で、 意味は、 テンションがあがりすぎたり

することに気をつけようということで、 

・半音下げて(♭)焦らずいこうよ 

・心のバリアフリー 

・ふらっと立ち寄れる場所にってことで、

「FLaT (ふらっと)」という名をつけたん

ですね。 

 

＝FLaTでの私の仕事は＝ 

通常の面談は私が主担当になって、後は

他の担当がいる場合もあります。 また、ピ

アサポート面談は私が副担当だったり臨時

で入ったりとかしています。 

・個別面談(通常面談／ピアサポート面談) 

・応募書類の作成(一緒に考える)履歴書と

か職務志望動機や自己ＰＲを一緒に書くと

かね。 あとはＳＥの時の経験を活かして、

パソコンの調子がわるくなったら、パソコ

ンやネットワークの整備をしています。 

そして仕事以外では、執筆活動(著書：ピ

アによるピアのためのハンドブック：本屋

では販売していないので直販で)。講演活動

や研修会だったりとか家族会で話してほし

いといわれたら出向いて話したり、当事者

活動(イベントへの参加等)、これは精神障

害がメインですね。あと当事者を中心とし

た協会に顔を出したり、そういったことも

しています。 

そして 

第 12 回精神障害者自立支援活動賞(通称：

リリー賞)を受賞しました。 

その時にいただいた 

楯がこんな感じなん 

ですけど。主催の団 

体名が入ったりして、 

2キロぐらいあるん 

ですよ。こんなに重 

いんだって実感しました。 

 

＝現在に至る＝ 

ちょっと駆け足になりますけど 

 

 

第二部 

＝障がい者として 働きながら思うこと＝ 

自分の中では障がい者であり、障がい者

ではない、そんな感覚なんですよね。 統合 

失調症って完全に障がい者とみられるけど。

統合失調症になったことでいろいろなもの

を失ったけど、逆にかけがえのないものを

手に入れることもできたんですよね。 

それが新たな友人であり、就労支援セン

ターFLaTであり、私のことを応援してくだ



さる全国の方々なんよ。ほんとに全国に仲

間がふえたので、そういった方々がかけが

いのないものになってきた感覚があります。

統合失調症を発症していなければ、もしか

したらシステムエンジニアの仕事を続けて

いたかもしれんけど、統合失調症より取り

返しのつかない病気になっていたかもしれ

んと思うんですよね。 

そう考えると統合失調症は、「自分の人生

をいい方向に向けてくれた」、私からしたら

宝物みたいなものなんよねぇ。大切なもの

っていう感覚があります。 

私は未熟児で生まれて、斜視と未熟児網

膜症、 両手中指の欠損があって、 そのこと

でずいぶん辛い思いもしたんよ。これはむ

かしの事じゃなくて、今でもたまにちくち

く心が痛むことがあるにはあるんですけど。

完全に受け入れができたかというと、まだ

かなと思うけど。昔に比べたらね。 

統合失調症になったことで友人を失った

りもした。ほとんどいなくなったというこ

とがあるんですけどね。職場では応援して

くれる人もいれば、陰で悪口を言う人だっ

ていることもあるかもしれん。(FLaT には 

陰で悪口言う人はおらんけどね。少人数だ

からっていうのもあるし、信頼し合える仲

間っていうのもあるし。) 

大切なのは応援してくれる人と、攻撃し

てくる人どちらの人の言うことを信じるか

じゃなかろうか。被 

害妄想の症状のある 

人は、応援してくれ 

る人の声が耳に届き 

づらくなったりする 

こともあるじゃろう 

けど。聞こえてくる陰口が頭の中を駆け巡

って、さらに症状が悪化しりすることもあ

るかもしれんのうということで。 

そんな時に応援してくれる人のこと信じ

ろと言ったところで、症状の波に飲み込ま

れて感情のコントロールが難しいと思うん

ですよね。 混乱したというか、 困ったとい

う意味なんですけど、これは有名な絵です

よね。 

編集者注：『叫び』（さけび、ノルウェー語: 

Skrik、英語: The Scream）は、ノルウェー

の画家 エドヴァルド・ムンクが 1893 年に

制作した、彼の代名詞とも言える油彩絵画

作品。 

 

 

 

 

 

 

 

＝ひとつ提案なんじゃが＝ 

そんな時こそ友人や支援者、またはピア

サポーターを頼って話を聞いてもらっては

どうじゃろうか。 

必ずサポートを受けなければいかんとい

うことじゃないが、人に頼ることは恥ずか

しいことでもなんでもないと。話を聞いて

もらうことで課題は早く解決していく可能

性があるし、ひとりで抱え込んで苦しむ時

間も短くすることができると思うんよね。

自分がそうだったっていうのもあるし。 

適切なサポートを受けることだけが、す

べてじゃないと思うけども、もしかしたら

不適切なサポートでも反面教師みたいな感

じで、バネにしていい方向に自分で向けて

いる人もいるかも知れない。 それが、 結果
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的に仕事を長く続けられるきっかけになる

こともあるんじゃろうのって、そう思うの

です。 

 

＝社会に対して思うこと＝ 

海外と比べて日本は格段に福祉制度が遅

れとるように感じるんじゃが、気のせいじ

ゃろうか？ 

具体的には、入院という名の社会からの

隔離や、世界的にみて異常ともいえる多剤

大量処方が日常のごとく行われとることな

んかよね。 あと聞いた話によると、 これ誤

解しないでほしいけど、すべての病院がそ

うではなくて、私が聞いた話です。 

病院内にあるデイケアを卒業する人を病

院内の B 型施設に誘導して、患者を囲い込

むところもあるみたいです。話が本当なら

病院の力が強すぎて地域移行がなかなか進

まんわけじゃ。建前では精神疾患を抱えた

人は、福祉施設でフォローしないとやって

いけんから、自分のところで面倒みるとい

うことなんじゃろうけど。 

本音では、患者(病院にお金を落としてく

れる人)をどれだけ囲い込むかに躍起にな

っとるんじゃろうね。ただこれは程度の問

題だと思うんですよ。病院も経営していか

ないといけないし、国から診療報酬として

お金をもらって設備投資だったり、新しい

治療方法で治療を行うためには研修に参加

したり、 スキルアップする必要がある。 そ

ういったことにお金がどうしても必要にな

ってくる。 ただ、 度が行き過ぎるとどうか

なと思ったりします。 

そういう意味では、患者側も病院の本音

と建前を見抜ける目を養った方がええんじ

ゃなかろうかと個人的には思っとる。皆さ

んに対してだけではなくて自分に対しても。 

それから、福祉サービスの存在について

も、自分で調べて動かないとあかんという

のが当事者目線じゃないなぁなんて思う。 

 精神疾患になった人は、調べものをでき

る状態にない人も多く、家族も対応に追わ

れている。そんな中で福祉サービスについ

て調べろは酷じゃ。 

 

＝就労と年金と生活保護＝ 

また、生活保護＋障がい年金の逆転現象

も大問題だと思う。 

精神障がいを抱えていると一般求人で働

くことが難しい場合も多いうえに、そもそ

も採用されづらいこともあるかもしれない。  

なので、障がい者雇用で応募する人が多い

んじゃけど、障がい者雇用の仕事は給料が

安いんですよね。広島市内で良く見かける

求人だと、手取りにして多くて 13万くらい

かな。13万切るくらいかも。なのに、働い

たから病気の症状が軽くなったとみなされ

て、障がい年金の等級を下げられることが

多いんですよね。 

働けなかった期間に療養でどれだけ金銭

的な出費や失ったものがあっても、それら

に対して保障する考え方が障がい年金には

ないのが実情じゃ。 

障がい年金は基本的に今どういう状態に

あるかで決まってくるんですよね。このあ

たりがどうなんかな？っていう気がします

けど。 

働いて人並な生活がしたいと思っても、

障がい者雇用＋障がい年金より、生活保護

＋障がい年金の方が場合によってはいい生

活ができるんよ。 働きに出れば服、 食費、

交通にお金がかかったりする。一般的な人



ならしんどい思いをして働いて収入が少な

いより、働かずに収入が多い方を選ぶのは

目に見えてるよ。それでも働きたいって思

う人がいるのは間違いないんですけど。 

そもそも福祉サービスが昭和初期、もの

によってはもっと前につくられており、設

計が古すぎて今の社会情勢にマッチしてい

ないんじゃなかろうか。実際に精神障がい

者が一般雇用で働くときに出てくる課題を

早急にクリアしていかないと、一般就労へ

の門戸は狭きままになりそうじゃってこと

で、やっぱり間口がひろがっていかないと

思うんですよね、一般就労を目指す人たち

は自分の存在価値が認められたいとか、人

によっていろいろあるとは思うんですけど。 

精神障がい者が一般就労しようとするの

は、さまざまな理由があるじゃろうけど、 

常に再発のリスクと戦っているんよ。働け

ないから病状が悪い、働けるから病状がよ

くなった、と短絡的に病状を観ていたので

は、本来あるべきサービスは提供できない

と思うんですよね。 

精神障がいは、身体障がいや知的障がい

と違い病気の寛解はあっても、それは完治

したことを意味することではないんですよ

ね。精神障がいを経験した人ならわかると

思うけど、精神障がいの症状は押し寄せて

は引いていく海の波のようなものなんです。 

海の波は止むことがないですよね。常に押

して引いてを繰り返している。大波に飲み

込まれて命を失う、時には命すら飲み込み

かねない大波がやってくることだってある。 

そんな特性があるにもかかわらず、障が

い者手帳にしろ、障がい年金の等級にしろ、

短期間の診断結果で等級が下がるんじゃあ。 

精神障がいは、病状の強弱はあれ一生付き

合っていくものにも関わらず・・・。 

ここら辺が福祉サービスの制度を作って

いく人と、当事者の認識の違いだったりす

るのかなと思うんですけど。こんなことで

働く意欲すら持てず、生きる意味すら見つ     

けられず、障がい年金と

生活保護に甘んじている

人がたくさんいるんです

よね。 

これじゃ少子高齢化による人材不足に歯

止めをかけることはできないだろうし、精

神障がい者がいきいきと働くのは、夢のま

た先じゃろうと個人的には思うんですよね。 

自分自身の話をすると、今まで話したよ

うに障がい者手帳と障がい年金の等級が下

がってですね、あとは働いていて一定の収

入があるので、 NHK放送受信料と水道料金

の減免がなくなった。 1万円ぐらいだけど、

働いて減免がなくなっていったらきつい。 

働く中で乖離症状に襲われたり、薬の副

作用なのか構音障がい(喋るときに違和感

を感じる障がい) があるので、実際に舌を

動かすときに思ったように舌を動かせない

とか、頭で考えたように発音できない時と

かがあります。 

あと生活面(食事や身の周り)についても、

福祉サービスを使っていいぐらいの状態

(現状はサービスは使っていない)なんじゃ

が、でも主治医にそのことを伝えてなかっ

たけぇ、診断書には支援はなくても普通に

生活できていると書かれていたんですよね。

こりゃまいった。 

現状の社会や福祉制度では、精神障がい

者は 『最低限』 の生活を送る権利しか認め

られていないように見えてしまうんよね。

たぶんその制度を作っている人たちはそう

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1474436016/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3Bkcy5leGJsb2cuanAvcGRzLzEvMjAxMDA0LzI1LzQ1L2QwMDk0MjQ1XzIzMTQ1NTI3LmdpZg--/RS=^ADBBYw9l5MT3bvpq7MfncNZL92S2nI-;_ylt=A2RCAw8vyuBXqmMASxcdOfx7


いう意図はないんでしょうけど、ほんとに

最低限の生活しか送れないのが実情ではな

いかと思うんですけど。 

だれも精神障がいになりたくてなってい

る人はおらんのにねぇ。ただでさえ精神障

がいを抱えたことで、自身の運命を呪った

りとかで、幸せとは言えない一生を送る人

だっているのに。 

精神障がいを抱えていても、生きていて

よかったと思わせてくれるような、そんな

国に変わっていってくれることが私の望み

なんですよね。 

この言い方はあまり好きじゃないんです

けど、 いち福祉事業所の支援者として、 ま

た精神障がい当事者として、講演などを通

じて各所へ働きかけていきたいと思っとる

んじゃ 

ネガティブな話になってしもうたが・・・。 

 

＝さいごに＝ 

少しだけ追加で矛盾をはらんでいるとこ

もあるんですけど・・・。 

「働くことのメリット」は、 生活レベル

をどの程度にするかである程度決まってく

るんですけど、 

・収入を得られる。 

 （自由に使えるお金が増える） 

・給料日に給与振込口座の残高が増える。 

・働いて得た収入で生活ができる。 

・もらった給料で美味しいごはんを食べ 

 に行ける。 

・自分の存在価値が見えてくる。 

 （人材として求められる） 

・職場の上司や同僚、また周囲から社会人

として認められる。 

・自分のやった仕事内容が認められる。（褒

められたり、昇給があったり） 

・仕事でやりがいを見つけられる。 

・仕事をしている時の充実感。 

・仕事をやり終えたあとの満足感。 

・（お酒が好きな人は）仕事から帰った後の

ビールでパーッとやったりですとか、ね。 

＝まとめ＝ 

現状では精神障がい者が一般企業で働く

環境が少しずつ整い始めたかなというとこ

ろで、やっとスタート地点に立ったところ

かなと個人的には思うんですけど。 

精神障害者差別解消法も施行されたばか

りじゃけど、みんなが安心していき生きと

働いていけるよう私も講演なんかを頑張る

けぇ、応援していただきたいなと思います。 

ご清聴 

ありがとうございました。（大きな拍手） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



≪フロアー発言≫ 

 

○就業・生活支援センターの谷口です。 

大江さんありがとうございました。今日

の研修にどうして大江さんをお呼びしたの

かということですが、それを最初に話しま

す。 

2年位前、 三次に中央ローリークラブと

いうのがあるんですが、そこの総会でフラ

ットの澤田さんが障害者雇用の取り組みに

ついて講演されたんです。県の委託事業で

就労振興センターが実施されたので、私た

ちも同席したことがありました。 最近、 三

次病院のデイケア 「あすなろ」 の大坪さん

と話していたら、リリー賞を受賞された大

江さんという人がフラットにおられること

を初めて知りました。 

フラットなら澤田さんだ、とつながって

連絡をとったのです。まさかリリー賞を取

られた方と出会えるなんてほんとにありが

たいことだなと思っています。 

今日の研修会もいろんな方がつながって

いくいい機会なので、大江さんへの質問や

ご自分の意見等皆さんが遠慮なくやり取り

できる場にしていけばと思います。 

 

司会 皆さんいかがですか？どんなことで

もかまいません。ご発言お願いします。 

 

 

Ａさん ただ今谷口さんから名前を出して 

いただきました大坪と申します。隊長さん 

今日はありがとうございました。 

隊長さんとは、ピアサポート協会が主催

している 「きらりの集い」 のところで初め

て出会って知り合いになりました。 確か今

年の３月以来の再会ですね。３月のリリー

賞を受賞された時で、先ほどスライドに出

ていました「楯」ですが、 初めて拝見して

確かに重たかったですね。お聞きしたいこ

とがひとつあって、働く中で余暇の過ごし

方で困っている方がおられるのですが、隊

長さんの余暇の過ごし方はどうされている

んですか？ 

大江さん 頭の疲れがなかなかとれないの

で音楽を聴いたり、ゆっくりしてますね。 

起きていられないときは寝る。調子がいい

時はパソコンでプログラミングですね。 

Ａさん 自分をいたわるための道具を持っ

ていらっしゃるんですね。 

 

Ｂさん 大江さんご講演ありがとうござい

ます。発達障害の当事者で精神障害として

激しい被害妄想を抱えています。あと不安

を感じることが多々あります。 

私は、 社会に出ることに関して、 社会に

適応することに自信がなくて、激しい不安

を感じることがあるのです。その様な不安

を感じる精神障害を抱えている人が、安心

して就労できる環境は整っているのでしょ

うか。 

大江さん 現状で整っているかと言われれ

ば微妙です。 やっぱり大切なのは、 いかに

安心でいられる環境をつくり上げていくか

が大切じゃないかと思うのですよ。そうい

ったところで支援者の方と面談を通してお

話をされたりとか、あとは本人さんと三者

面談のような形で話をしていくことが大切

なのではないかと思います。 

Ｂさん わかりました。あと一点お願いし

ます。社会に出ることに対する不安を克服

するために、精神的なトレーニングをする



サービスなどは整っているのでしょうか？ 

大江さん ＰＣスキルだったり、事務のス

キルだったりとかは訓練すればある程度身

についてくるもんなのですが、不安とか形

のないものは、どういう時に起きるかは人

によって変わってくるので、その人に合わ

せてどういう時に不安が起きるか、こうい

う状況なら大丈夫などを見極めながら対処

方法を一緒に考えていくと社会に適応でき

るという気がします。 

Ｂさん  わかりました。ありがとうござ

いました。 

 

司会  その他いかがでしょうか？ 

Ｃさん 私も精神的に病気を患っていて物

心ついたころからなんですけれど、薬もか

れこれ 15年位ずっと飲んでいいます。最初

は軽い症状だったですけど、でもだんだん

薬も増えて今統合失調症がひどくなってい

ます。 

お話を聞いて、私自身考え方が固定され

てしまう、 うまく言えないんですが、 ふさ

ぎこんで抱え込んで、一人で考える癖があ

るんですね。今回話を聞いて一つの考えで

はなくて、信頼できる人と関わっていくこ

とによって、だんだんと自分の可能性とい

うか、 すごく胸に、 いい意味で胸に突き刺

さったんです。 

それで、他にも精神を患って外に出られ

ない人もたくさんいると思うので、もっと

こういう場を広げて、当事者の方もそうで

すし、いい意味で社会に訴えかけるように

広がっていけばいいなあと思いました。と

ても勉強になりました。ありがとうござい

ました。勉強になりました。 

大江さん  いまのつながっていくという

ことに関しては、思うところがありまして、

私は話してほしいと依頼があった時は基本

的に断らないようにしているんですよ。 

というのは、この立場の人には話して、 

この立場の人には話さないということにす

ると、本当のバリアフリーにはならないと

思うのです。誰にも分け隔てなくというと

難しいかなと思うのですが、いろんな立場

の人がいて、いろんな考えの人がいるとい

うのが人間の社会なので、そういったとき

にいかに訴えかけていかれるか、というこ

とが一つの課題、キーワードと思っていま

す。 

あとやりたいことがひとつあって、こう

いった場での講演活動もそうですが、でき 

れば教育機関に行って話をしたいなと思っ

ているんです。とくに中学校や高校生の多

感な時期にこうした話を聞くとその子たち

が大人になった時、社会は大分変ってくる

のではないかと思います。 

ただ今現実問題として学校での障害者教

育は盛んではないので、なかなか難しいと

ころではありますが、やっていきたいと思

っています。 

 

司会 その他いか 

がでしょうか？ 

Ｄさん 大江さんはひとり暮らしですか？

大江さん はい、ひとり暮らしです。 

Ｄさん 親とか兄弟とか家族との関わりを

どうやっておられるのか家族会として知り

たいです。 

大江さん 母が早く亡くなって、父は再婚

しているんで、父とはお盆の時たまに墓参

りするとか、何か用事があった時以外はあ

まりやり取りしていないですね。妹は結婚



して三重県にいますが、スマートフォンや

電話でたまにやり取りすることはあるんで

すが、どちらかというと父より妹に話すほ

うが話しやすいですね。父はネガティブ思

考なので、私が得意とするタイプではない

ですね。父が聞いたらがっかりするでしょ

うけど（笑）。 

 

Ｅさん 講演の中で福祉サービスの設計が

古いというお話がありましたけれど、大江

さんが望まれるサービスの姿とはどういう

ものでしょうか？お聞きしたいと思います。 

大江さん 言葉にするのがちょっと難しい

ところがあるんですが、「障がい者というの

を意識しないでも生きていける社会」とい

うのが理想ですね。 

ただ、 そうはいっても、 たとえば足が動

かない人に歩けって言うことはできないの

で、もちろん必要なサービスは受けられる

んだけど、障がい者ということを意識しな

いでもそういうサポートを自然に受けられ

る社会になっていくとうれしいなあと個人

的には思います。 

 

Ａさん 今は就労移行支援でサービスを提

供する場で働いておられるが、ユーザー側

で利用していた時と比べて立ち位置が変わ

ったことによって、何かかわったことと、 

逆に変わらないことがありますか？ 

大江さん 変わったことはひとことでは言

い表せない所があるのですが、できるだけ

ユーザー目線に立つということが最近出来

始めたと思います。 

 

 

 

変わらないことについては、基本的に自

分を肯定するっていうことですね。もちろ

ん病状の関係で否定的になることはあるん

ですけど、基本的に自分を受け入れるって

いうのは変わってないかなと思います。 

 

司会 その他いかがでしょうか？ 

Ｆさん 好きな人はいますか？ 

大江さん （笑）好きっていろんな意味が

あるんだけど、 好きな人はいます。 どうい

う意味かはご想像にお任せしますけど、人

として尊敬できる人っていうのは好きです

ね。見ていてホッとする人って好きですね。

あとは自分のことを受け入れてくれる人だ

ったりとかですね。 

Ｆさん 好きな歌はありますか？ 

大江さん ありますね。 

Ｆさん どんな歌ですか？ちょっと歌って

もらえますか。（会場内どっと拍手） 

大江さん 歌は音痴で抜群に下手なのでご

めんなさい。川嶋あいさん。路上ライブを

1000回以上やった人ですね。歌声がきれい

で優しい歌を歌う人で、その人の歌が好き

ですね。その他いくつかすきな歌がありま

す。 

Ｆさん 好きな言葉はありますか？ 

大江さん「唯一無二」で、 自分は一人で他

に同じ人はいないという感覚。 自分の替わ

りは他の人には出来ないっていうのが、自

分としては好きかなという感じです。 

Ｆさん 結婚観については？ 

大江さん 自分として結婚したいかなとい

う気持ちは、もう４５にもなりますのであ

んまり積極的っていうのはないですね。  

いい機会があればっていうのはあります。  

若くて精神障害の人に伝えたいのは、自
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分のことを受け入れるのはいい成長の糧に

なるのかなということですね。 

 

Ｇさん 非常に本音ではなされたいい講演

だと思いました。いくつか思うことがあり

ます。 一つは。 人前で話すことが増えるこ

とは理解をしてもらう一番大事な方法だと

思っています。 

精神の障害があるって言われる人と一般

の人との堺ってないように思います。誰で

も何かのきっかけでそうなる気質はもって

生まれています。 

極端な話、私は 70歳です。これで軽度の

認知症にたとえばかかったとします。妻は

私とだいたい同じ年代です。ケアが出来な

くなった時 「うつ」 になったとします。誰

だって何時だってそうなる可能性があるん

だと思います。分かる人は必ずおられると

思うし、誰もがそういう 「まち」にしたい

という願いは強いと思います。 

皆で力を合わせてその方向に向かう、そ

のためには、それぞれが勇気をもって自分

の言葉で話すことが大事と思って講演を聞

かせてもらいました。改めてそう思いまし

た。 

自分自身も同じような状況に追い込まれ

ます。その時に助かったものは何かという

と二つあります。ひとつは「ことば」です。

自分を勇気づける言葉です。自分が元気に

なる言葉をまず見つけることをお勧めしま

す。 

もうひとつは歌です。下手でも自分の歌

を歌えばいいと思います。そうやって自分

を表現することは決して健常者も精神障害

になられた方も差はないと思います。勇気

を持って私もここで発言しますから是非お

願いしたいと思います。 

もうひとつ大きな問題は、就労だとか収

入の話です。制度をやはり見直していかな

いと高齢者福祉の問題もあるし、障害者福

祉の問題もあります。国の金をどう使うか

ということを考えた時、使う立場の人が 

大きい声で叫

ばない限り変

わらない。是

非大きい声で

叫んでほしい。 

そうしなければ皆が望むような 「まち」 に

はならないと思います。 

 

Ｈさん 今日は大江さんありがとうござい

ました。二つお伺いしたいことがあります。   

素朴な疑問ですが不勉強で申し訳ないの

ですが、リリー賞とはどういった活動をし

た方に贈られるものか、これまでに受賞さ

れた方等も少しお話していただけるとよく

分かると思います。 

もう一つは支援センターの名前の FLaT の 

A 字が小文字なのは意味があるのか教えて

ください。 

大江さん リリー賞についてはもともとコ

ンボという団体があるのですが、そこが「心

の元気＋(プラス)」という雑誌を作られてい

て、 そのコンボが主催になっていて、 協賛

で製薬会社のイーライリリーって言う会社

がお金を出しているんですよ。どうやった

ら受賞できるかっていうのは、他の人がや

っていないようなことで当事者の自立に役

立つような活動をしてる方に対して贈られ

る賞です。 今までだと、 有名どころで言う

と 「べてるの家」 の方が運営しているお店

の社長さんが受賞されたりしています。 



私が受賞した理由は具体的には聞いてな

いんですけども、感じとしては今まで当事

者で就労支援で仲間を応援している人がい

なかったことが受賞のきっかけになったと

思っています。 

FLaT の「a」が小文字なのは見た目です

ね。 意味もいろいろ考えたんですけど、 ま

あ見た目もかわいい方がいいかなと思いま

して a を小文字にしたんですけど、F・L・

ａ・T をそれぞれスタッフが好きなように

頭文字になるように英語の単語を並べてそ

れぞれ好きなフラットを名前として名刺の

裏に書いています。フラットの頭文字は一

緒なんですけど、その後につづく単語はス

タッフごとにバラバラなんですよ。そんな

感じです。 

Ｈさん  良くわかりました。ありがとう

ございました。 

 

司会  たくさんのご意見ありがとうござ

いました。時間になりましたので以上を持

ちまして第二部の講演会を終了したいと思

います。 

皆さま、講師の大江様に最後に大きな拍手

をお贈りください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会の挨拶 

 

備北障害者就業・生活支援センター 

谷口センター長   

   最後になりました。皆さ

ん今日は本当にありがとう

ございました。今の大江さ

んの講演、お話を時間途中 

で終わっていただいたおかげで、会場の皆

さんから多くの質問やご意見等やり取りが

できて本当によかったと思います。 

前半では労働局さんを始めタイムリーな

情報を提供していただいてありがとうござ

います。 三次市、 庄原市さんには今回も後

援いただきましてありがとうございました。

今後ともよろしくお願い致します。そして

後半には会場の皆さんから多数の発言をい

ただきました。 

私たちは３～４年前から働いておられる

当事者の方を中心に企業の方、担当者の方

等の組み合わせで研修会を行ってきました。  

今年は、広島のフラットにリリー賞をも

らわれた大江さんという方がおられるとい

う事を聞き、 当事者でもあり、 支援者でも

あり、全国的に仲間もおられる。 これはぜ

ひ来てもらいましょうということでお願い

しました。 それで今日の研修については、

私たちのネットを使い、広家連の事務局、 

ソーシャルワーカーの組織であるとか、ナ

カボツ等多くの団体機関に参加を呼び掛け

ました。当事者の方も多数参加していただ

きありがとうございました。今日は本当に

いい時間を共有できたのではないかと思っ

ています。    

先ほど職業センターから、長続きしない 

ことについて話されましたが、仕事が長 
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く続けられない人の多くは仕事自体ではな

くて、 昼休憩がつらいとか、 人との関係が

うまくいかないとか、職場におりづらい等

のために続かないことが結構あります。 

私どもの所では、先ほど理事長が言いま

したように、人で集計すると定着率は７

２％くらいですが、かなり凸凹がありまし

て、安定して上昇しないという課題があり

ます。 

こうした中での取り組みをひとつ紹介さ

せていただきたいと思います。先ほど紹介

しました三次病院の大坪さんが中心にされ

ているラップ （ＷＲＡＰ） というツールが

あるのですが、先般東城で二十数名が参加

されてワークショップをしています。ラッ

プというのは、Ｗ＝ウエルファー、Ｒ=リカ

バリー、 Ａ＝アンド， Ｐ＝プランの頭文字

ですが、日本語で 「元気回復行動プラン」

というのだそうです。 

ですから、講演の中にもありましたが、 

今の自分を受け入れ、 振り返りながら、 自

分に元気が出てくるようなプランを、自分

自身で立てて実行するという、まさに当事

者主体のワークショップです。 

私たちもこれを取り入れ、大坪さんとフ

ァシリテーターの方にお願いして今年３回

ほど行います。来年以降は計画的に在職者

の方に来ていただいてやっていこうと考え

ています。これは同時に皆さんの交流の場

でもあるし、先ほど大江さんとのやり取り

の中にもありましたように、お互いが相互

に成長する場でもありますので、ひとつ紹

介させていただきました。 

来年からもこういった研修会を持つこと

で、 この三次・庄原の市民の皆さんが、 障

害者が働くことは当たり前であるというよ

うな認識を持っていただける地域社会にし

ていきたい、そう思いますので是非いいご

提案があれば皆さんと一緒に研修を組んで

いきたいと思います。 

本日は本当にありがとうございました。 

 

司会 以上をもちまして全てのプログラム

を終了いたします。皆さま本日はありがと

うございました。 
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